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三者共催による第 6 回目の定例国会行動は、4 月

6 日、全商連の中山眞常任理事による司会のもとで

おこなわれ、170 人が参加しました。後半国会に

入り、ロシアによるウクライナ侵略に対する対応や

物価高騰への経済対策が焦点となるなか、参院選の

争点となる憲法審査会の動きもつよまっています。

東京土建共済会の松広高幸常務理事により、寄せら

れた被災者生活再建支援法の抜本的拡充を求める

1,376 人分の署名が日本共産党国会議員団紙智子

参議院議員に託されました。参加者はロシア軍による許されない残虐行為を糾弾し、憲法 9 条を持つ日本こ

そが先頭にたって平和のために尽力すべきと決意を固め合いました。当日は、埼玉デーのとりくみや東京土

建による議員要請もおこなわれました。 

 

こんなときこそ、憲法 9 条と平和憲法を持ち、核兵器の恐ろしさを知る日本の出番！ 

 

 

戦争か平和か、参院選はいのちがかかった大事な選挙！ 

 

 

ロシア軍によるキーウ近郊、虐殺行為を厳しく糾弾！ 

戦争か平和か、いのちがかかった参院選に勝利しよう！ 

岸田「大軍拡・改憲」政権 反対！軍事費削ってコロナ対策にまわせ！

主催者を代表して挨拶をおこなった農民連の岡崎衆史事務局次長は、キーウ近郊での残

虐行為を断固非難するとした上で、「こんなときこそ憲法 9 条と平和憲法を持ち、核兵器

の恐ろしさを知る日本の出番だ」と強調。軍拡･軍備増強を狙う勢力に対し、「日本政府

が平和のために本気で役割を果たすよう声を上げ求めていこう」とよびかけました。ま

た、効率優先の農業政策による過去最低の食料自給率やウクライナ侵略による世界的な

食料危機の懸念にも触れながら、「国民を苦しめる『新しい資本主義』ではなく、いのち

と暮らしを再優先する政治と経済の実現のために、参院選で奮闘しよう」と訴えました。 

国会情勢を報告した日本共産党の紙智子参議院議員は、ロシア軍による集団虐殺に触れ、

国連憲章、国際人道法にも反する許しがたい行為だと厳しく糾弾。「9 条改憲や敵基地攻撃、

核共有などの逆流を断固阻止し、憲法 9 条に基づいた平和外交に力を尽くすべきだ」と強調

し、「大量破壊兵器を使うな！の声を全世界に広めよう」とよびかけました。また、第 6 波

での最悪の犠牲者数について「成り行き任せのコロナ対応をおこなってきた岸田政権の責任

が大きく問われる」と批判。「参院選は戦争か平和か、いのちがかかった大事な選挙」だと

し、政治を変えるために力を合わせようと訴えました。 



 

 

 

 

 

 

火事場泥棒的な緊急事態条項創設の憲法改正は、言語道断！ 

 

 

 

フリーランスから仕事を奪うインボイス制度の実施は中止を！ 

 

 

 

 破棄中実委の林竜二郎事務局次長による今後のとりくみ日程など行動提起がおこなわれ、行動の最後に 

国公労連の中岡淳中央執行委員によるシュプレヒコールがおこなわれ、参加者は国会にむけて拳を高く掲げ 

ました。 

                                    
 

第 208 通常国会（1/17～6/15） 今後の定例国会行動の予定 
 
 
 
 
 
 
★全国でとりくまれている行動を紹介します。「ウクライナに平和をヒロシマ市民アクション」 

◆ 4 月 8 日(金) 18 時～ 銀座デモ 19 時～ ロシアは侵略をやめろ、ウクライナから撤退を！

日比谷野音集会 総がかり行動 

◆ 4 月 15 日(金) 12 時 15 分～13 時 財務金融包囲行動＆要請行動 財務省前 

◆ 4月22日(金) 13時～15時 「インボイス制度実施中止法案の提出を！」国会内アクション 

衆議院第2 多目的会議室  全商連 

◆ 4 月 25 日(月) 12 時～ 新いのち署名･75 歳以上窓口負担 2 倍化中止一斉宣伝行動 新宿東

憲法会議の高橋信一事務局長は、参院選で改憲の必要性を訴え、次の総選挙までに改

憲発議を狙う自民党の動きとともに、憲法審査会でのオンライン国会の審議や自民党改

憲 4 項目の一つである緊急事態条項について、「緊急事態条項は深刻な人権侵害を伴い、

ひとたび行使されれば立憲主義が損なわれ回復が困難となるおそれがある。戦争･内乱

等･大規模自然災害対処のための対処措置法を講じる必要は認められない。既存の法律で

対応可能だ。ウクライナ侵略などを利用しての火事場泥棒的な憲法改正は言語道断だ。

緊急事態条項の創設の必要はない」と厳しく批判し、午後からの集会への参加をよびか

けました。 

出版労連出版ネッツの樋口聡委員長は、インボイス制度について「これまで私たち

フリーランスは売り上げ 1 千万円以下の免税事業者だったが、インボイス制度が実施

されれば適格請求書発行事業者となって納税しなければならず、1 割程度の収入減と

なる。免税事業者のままでいれば発注業者との間で消費税の押しつけあいとなり、仕

事を切られるおそれもある」と訴えました。「『フリーランスの春闘宣言』は NHK で

も取り上げられ反響も大きく、国会でもこの問題を取り上げて頂いた。全商連さんや

皆さんと連帯して、インボイス制度実施は中止、21 世紀に入ってもフリーズしたま

まの報酬の増額をと奮闘する」と決意を述べました。 

◆  12:15～13:00    ◆衆議院第 2 議員会館前     ◆隔週の水曜 

◆ 4 月 20 日、 5 月 11 日は中止  5 月 25 日、 6 月 8 日     

今後の状況により、変更がある場合はお知らせします。 

東京土建は東京の 62 自治体のうち、38 を超

える自治体と災害時特別協定を結び、万が一の

時には地元の建設労働組合としての役割を果た

したいと日々奮闘しています。 

ぜひ、寄せられた声を国会に届けて頂きたい。



 ＝被爆地ヒロシマから世界に発信を＝ 

ウクライナに平和をヒロシマ市民アクション 
  呼びかけ：ウクライナに平和を！ヒロシマ市民アクション（2号） 2022 年 4 月 4 日発行 

連絡先：広島市東区光町 2-9-24-205 広島県労連 TEL082-262-1550 FAX082-261-5059 

 

 

４月４日朝日新聞 

４月３日しんぶん赤旗（記事） 
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ウクライナに平和を！ヒロシマ市民アクション 

４月２日原爆ドーム前に３００人が集う 

４月３日中国新聞 



「ロシアは、侵略をやめて撤退を! 」広島市内をパレード 

                       ＝集会カンパ＝ 

１７０，８０３円集まる 
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集会・パレード 10 分動画 

https://00m.in/4dVez 

 

４月３日読売新聞 
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